
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 計画

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
・主体的な学びの充実に向けた授業改善
・家庭学習の充実

○主体的な学びの充実に取り組んだと回答
した教員80％以上
〇家庭学習の目安の時間（内容）以上取り
組んだと回答した児童80％以上

・校内研修等において「唐津の学びスタイ
ル」や場・活動の設定の工夫について共通
理解と共通実践をする。
・校内研修等において発達段階や個に応じ
た家庭学習について検討する。

・ ・

研究主任
学力向上コーディネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○人権や道徳に関するアンケートにお
いて肯定的な回答をした児童80％以上

・挨拶運動等を推進し、児童の良さや頑張りを称賛する。
・人権集会や道徳科の授業を通して、互いを尊重し合うことのできる
児童の育成を図る。
・全職員共通理解のもと言葉遣いの指導をし、授業中は「さん呼び」の
徹底を行う。
・縦割り班活動を通して、思いやりの心を育てる。

・ ・
道徳教育推進教員
人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防
止等のための取組、事案対処等）について
組織的対応ができていると回答した教員
80％以上

・児童に毎月、生活アンケート（月のこころ）
をとり、気になる事例については直ちに聞き
取りを行い、いじめの早期発見、早期対応
に努める。
・保護者やＳＣ、SSWと連携を行い、教育相
談体制を充実させる。

・ ・

生活主任
養護教諭

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童80％以
上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童70％以
上

・総合的な学習の時間や特別活動等で児童
が主体的に活動する場面を設定したり、実
行委員などの自主的活動を取り入れたりす
るなど、出番や役割を与え、よさや頑張りを
承認したり褒めたりする。
・特別活動を中心にキャリア教育を行う。

・ ・

特別活動担当

●健康・体つくり

❶「運動習慣の改善や定着化」

❸「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

❶授業以外で、運動やスポーツを行う時
間が1週間で420分以上の児童60％以
上

❸「健康に良い食事をしている」児童
80％以上

・一日１時間以上の運動を目標にして、
15分休みや昼休みの外遊びを勧める。
・「スポーツチャレンジ」を推奨すること
で、運動することの楽しさを味わわせ
る。

・給食だよりの発行
・保健だよりの発行
・食育資料の提供
・教科等における食に関する指導の取り
組み

・ ・

体育主任
養護教諭
栄養教諭
食育担当

●業務改善・教職員の働き方
改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・毎週水曜日を定時退勤日とし、その他
も退勤の目安となる時刻を設定する。
・長期休業期間を中心に管理職が年次
休暇取得を推奨するとともに普段から年
次休暇を取りやすい雰囲気をつくる。

・ ・

教頭

●特別支援教育の充実

○特別支援教育に関する教員の専門性
と意識の向上

○特別支援教育に関する専門性が向上
したと回答した教員80％以上

・特別支援教育に関する研修会を年2回
以上実施する。
・随時情報共有を行い、必要に応じて
ケース会議を開催する。

特別支援教育
コーディネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別活動の充実

○児童の主体的活動の活性化 ○児童会を中心として学校生活を充実
させようと主体的に行動していると肯定
的に回答をした児童80％以上

・児童会による学校行事の実施する。
・実行委員など児童が主体的に取り組
む活動の充実させる。

・ ・

特別活動担当

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者

主な担当者

１　前年度

　　評価結果の概要

・竹木場小学校の学校教育目標　「夢を語って、夢を追う児童生徒の育成」のもと、３校統合に向けた合同研修や推進会議を実施し、児童の交流や教職員の情報共有を通して共に研鑽を積んだ。
・学力向上については，単元等のまとまりを各担任が意識して取り組んだ。児童の実態から、教科だけでなく、特別活動等でも主体性を高めるための取組を実施した。児童に出番と役割を与え，承認することで，達成感や成就感を感
じさせることがができつつある。
・業務改善については，学年や教科のデータ共有や中学校からの乗り入れ授業で改善が進んでいる。また、時間を意識した働き方も浸透しつつあるが、年休取得推奨については課題が残る。
・３校統合により地域や保護者とも連携・協力をしていく地盤作りに取り組む必要がある。

２　学校教育目標 自ら求めて動く「高峰っ子」の育成
「主体性」・「思いやり」・「協働」・「自己発信」

３　本年度の重点目標
①主体的な学びの充実と確かな学力の育成（授業改善、家庭学習）　　　　②児童の主体性や思いやりの心、協働性を育む学校行事や地域体験活動の活性化

③業務改善と働き方改革の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④地域に開かれた学校づくり（授業公開、地域体験活動、各種行事、学校便り等）

最終評価 学校関係者評価

重点取組 最終評価 学校関係者評価

●心の教育

具体的取組

具体的取組

学校名 唐津市立高峰小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組


